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時
系
列
で
み
た
と
き
、
Ⅰ
．
１
９
６
０
年
頃
か
ら
１
９
８
０
年

頃
、
Ⅱ
．
１
９
８
０
年
頃
か
ら
２
０
０
０
年
頃
、
Ⅲ
．
２
０
０
０

年
頃
か
ら
現
在
、
の
３
つ
の
タ
ー
ム
が
考
え
ら
れ
る（
図
表
１
）。
か

な
り
大
雑
把
な
整
理
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ポ
イ
ン
ト
を
述
べ
る
。

Ⅰ
の
タ
ー
ム
は
、
１
９
６
０
年
頃
か
ら
１
９
８
０
年
頃
に
か
け

て
農
村
部
か
ら
大
都
市
部
へ
移
住
が
進
ん
だ
時
代
で
あ
る
。
１
９

５
０
年
代
以
降
高
度
経
済
成
長
が
進
む
と
と
も
に
、
農
業
の
技
術

革
新
に
よ
っ
て
１
次
産
業
か
ら
２
次
、
３
次
産
業
に
人
員
が
シ
フ

ト
し
、
農
村
か
ら
大
都
市
へ
の
移
住
が
始
ま
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
集

団
就
職
の
時
代
で
あ
る
。

Ⅱ
の
タ
ー
ム
は
、
１
９
８
０
年
頃
か
ら
２
０
０
０
年
に
か
け
て

地
方
都
市
か
ら
大
都
市
へ
移
住
が
進
ん
だ
時
代
で
あ
る
。
１
９
７

７
年
（
昭
和
52
年
）
に
策
定
さ
れ
た
「
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」

に
は「
定
住
構
想
」と
い
う
概
念
が
織
り
込
ま
れ
、
１
９
８
０
年
代

以
降
、
都
市
の
過
密
を
地
方
に
分
散
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
お
題
目
で
お
わ
っ
た
。
人
口
の
移
動
が
、
農
村
の
み
な

ら
ず
地
方
都
市
か
ら
の
大
都
市
部
へ
の
移
動
が
進
ん
だ
時
期
で
も

あ
る
。
一
方
で
都
市
居
住
者
の
移
住
願
望
が
顕
在
化
し
、
農
村
回

帰
志
向
の
萌
芽
期
で
も
あ
っ
た
。

Ⅲ
の
タ
ー
ム
は
、
２
０
０
０
年
頃
か
ら
現
在
に
か
け
て
大
都
市

部
か
ら
地
方
都
市
・
農
村
部
へ
の
移
住
を
志
向
す
る
時
代
で
あ

る
。
前
述
の
と
お
り
、
地
方
圏
か
ら
東
京
圏
へ
の
転
出
超
過
は
続

い
て
い
る
も
の
の
、
一
部
で
農
村
回
帰
の
具
体
的
行
動
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）
の
東
日
本
大
震

災
で
は
、
大
都
市
で
の
生
活
を
否
定
し
、
農
村
な
ど
で
の
生
活
を

志
向
す
る
人
が
行
動
に
移
し
た
。
２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
３
月
、

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
過
疎
対
策
室
に
よ
る
「『
田
園
回

図表1：移住定住に関する3つのターム

ターム Ｉ Ⅱ Ⅲ

年　　代
1960年頃～
1980年頃

1980年頃～
2000年頃

2000年頃～
現在

トレンド
農村から
大都市へ

地方都市から
大都市へ

大都市から
地方都市・農村

キーワード
高度経済成長、
集団就職

リゾート開発、
定住構想、
農村指向の萌芽

農村回帰の
本格化
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１
．
は
じ
め
に

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）、
人
口
減
少
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
日

本
創
成
会
議
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
地
方
消
滅
と
い
う
危
機
感
を
あ
お

る
こ
と
で
地
方
都
市
の
人
口
増
加
を
促
し
た
。
現
在
す
べ
て
の
自

治
体
が
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
地
方
版
総
合
戦
略
で
数
値
目

標
を
設
定
し
、
移
住
定
住
な
ど
の
人
口
増
加
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。こ

の
よ
う
に
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
移
住
定
住
策
は
、
過
疎
地

域
で
は
か
な
り
以
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
１
９
７
０
年（
昭
和

45
年
）
の
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
制
定
以
降
、
高
度
経
済
成
長

期
に
顕
在
化
し
た
過
疎
問
題
に
対
し
持
続
的
な
対
応
策
を
講
じ
て

き
た
が
、
そ
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

今
回
取
り
上
げ
る
輪
島
市
は
、
過
疎
化
で
地
元
人
材
が
流
出
す

る
な
か
、
不
足
す
る
漆
器
業
従
事
者
を
市
外
の
外
部
人
材
で
補
っ

て
き
た
地
域
で
あ
り
、
対
象
を
絞
っ
た
人
材
の
移
住
定
住
に
一
定

の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
な
ぜ
外
部
の
人
を
引
き
付

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
そ
し
て
な
ぜ
定
住
に
至
っ
た
の
か
、

ど
の
よ
う
な
施
策
が
効
果
を
生
ん
で
い
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
事
実

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
伝
統
的
産
地
の
み
な
ら
ず
、
対
象
を

絞
っ
た
人
材
の
移
住
定
住
に
取
り
組
む
地
域
に
参
考
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
ず
は
移
住
定
住
の
歴
史
的
変
遷
を
概
観
し
、そ
の
後
、

輪
島
で
の
移
住
定
住
策
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

２
．
移
住
定
住
の
変
遷
と
傾
向

ま
ず
は
国
内
に
お
け
る
移
住
定
住
の
歴
史
に
つ
い
て
整
理
す

る
。
前
述
の
と
お
り
過
疎
地
域
で
の
移
住
定
住
策
は
50
年
近
く
取

り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
実
効
性
の
あ
る
対
策
が
取
り
組
ま
れ
た
の

は
こ
こ
20
年
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

の
住
民
基
本
台
帳
で
は
、
い
ま
だ
地
方
圏
か
ら
東
京
圏
へ
の
転
出

超
過
は
年
間
10
万
人
超
と
な
っ
て
お
り
、
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い

な
い
。
こ
う
し
た
移
住
定
住
に
つ
い
て
の
歴
史
的
変
遷
と
特
徴
を

み
て
み
る
。
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輪島における漆器業従事者の移住定住45

伝
統
産
業
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
新
素
材
の
登
場
で
衰
退
が
著

し
く
な
る
中
で
、
輪
島
漆
器
産
地
は
パ
ネ
ル
や
座
卓
な
ど
の
新
た

な
市
場
を
開
拓
す
る
こ
と
で
生
産
額
を
拡
大
し
続
け
た
。
１
９
７

５
年（
昭
和
50
年
）
に
は
１
０
０
億
円
だ
っ
た
生
産
額
は
、
１
９
８
１

年（
昭
和
56
年
）
に
は
１
５
５
億
円
を
記
録
し
、
そ
の
後
一
旦
減
少
し

て
１
４
０
億
円
程
度
で
推
移
し
た
が
、
バ
ブ
ル
期
の
１
９
９
１
年

（
平
成
３
年
）
に
は
１
８
０
億
円
を
記
録
し
た
。
し
か
し
バ
ブ
ル
崩
壊

で
減
少
に
転
じ
る
。
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝

の
連
続
ド
ラ
マ
の
「
ま
れ
」
の
効
果
で
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

に
42
億
円
と
若
干
上
昇
に
転
じ
た
が
、
基
本
的
に
衰
退
傾
向
は
変

わ
ら
な
い
。

次
に
漆
器
産
業
の
従
事
者
に
つ
い
て
も
み
て
み
る
。
１
９
８
０

年
（
昭
和
55
年
）
に
２
，５
５
０
人
の
従
事
者
数
は
、
ピ
ー
ク
時
の
１

９
９
０
年
（
平
成
２
年
）
に
は
２
，８
９
３
人
と
な
っ
た
（
図
表
４
）。
し

か
し
、
２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）
に
は
１
，３
７
８
人
と
半
減
し
た
。

つ
ま
り
バ
ブ
ル
期
の
ピ
ー
ク
に
向
け
て
生
産
額
が
２
倍
近
く
増
加

し
た
が
、
従
事
者
数
は
２
割
し
か
増
加
せ
ず
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に

生
産
額
が
８
割
近
く
減
少
し
た
が
、
従
事
者
数
は
５
割
程
度
し
か

減
少
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
漆
器
産
業
全
体
の
従
事
者
数
の
推
移

は
、
生
産
額
ほ
ど
急
激
で
は
な
い
。
輪
島
漆
器
産
地
の
生
産
額
の

変
化
は
、
手
工
業
中
心
の
従
事
者
の
労
力
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
て

平成28年度版輪島市統計書より

図表3：輪島漆器生産額の推移
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帰
』
に
関
す
る
調
査
研
究
中
間
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
移
住
定
住

に
つ
い
て
は
、
東
京
都
在
住
者
の
約
４
割
、
特
に
10
代
、
20
代
男

女
の
47
％
、
50
代
男
性
の
51
％
が
地
方
へ
の
移
住
を
検
討
し
た
い

と
回
答
し
て
い
る
。
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
な
ど
を
背
景
に
、
農

村
回
帰
の
機
運
が
高
ま
る
中
で
、
国
も
移
住
定
住
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
の
開
設
や
移
住
説
明
会
・
交
流
会
の
開
催
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
制
度
構
築
を
進
め
る
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
移
住
定
住

策
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

３
．
輪
島
市
の
概
要

輪
島
の
漆
器
業
従
事
者
の
移
住
定
住
の
本
題
の
前
に
、
ま
ず
輪

島
市
の
概
要
を
み
て
み
る
。
ま
ず
は
人
口
の
変
化
に
つ
い
て
み
て

み
よ
う
（
図
表
２
）。
輪
島
市
の
人
口
は
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
の

国
勢
調
査
値
に
よ
る
と
２
７
，２
１
６
人
で
あ
る
。
う
ち
年
少
人

口
が
２
，２
８
３
人
、
生
産
年
齢
人
口
が
１
３
，１
９
８
人
、
老
年

人
口
が
１
１
，７
１
５
人
で
あ
っ
た
。
２
０
２
０
年
の
推
計
値
に

よ
る
と
生
産
年
齢
人
口
１
１
，２
２
９
人
、
老
年
人
口
１
１
，２
７

９
人
と
逆
転
し
、
そ
の
後
ほ
ぼ
同
じ
比
率
で
減
少
し
て
い
く
見
込

み
で
あ
る
。
人
口
減
少
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
漆
器
産
業
の
現
状
は
ど
う
か
。
高
度
経
済
成
長
期
に

は
、
生
産
額
は
右
肩
上
が
り
に
成
長
を
続
け
た（
図
表
３
）。
多
く
の

総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」
※ 2015 年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、2020 年以降は「国立社会保障・人口問題研究
所」のデータ（平成25年3月公表）に基づく推計値。

図表2：輪島市人口推移
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輪島における漆器業従事者の移住定住47

を
限
定
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
ま
た
移
住
定
住
を
主
た
る
目
的

と
し
な
い
施
策
も
含
ま
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
漆
器
業
に
従
事
を
希

望
す
る
人
が
定
住
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
施
策
は
、
①
移
住
奨
励
金
、
②
住
居
支
援
、
③
教

育
シ
ス
テ
ム
、
④
雇
用
促
進
策
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的

な
内
容
と
効
果
、
課
題
を
説
明
す
る
。

①
移
住
奨
励
金

ま
ず
は
移
住
奨
励
金
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
。
18
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
で
、
こ
れ
ま
で
輪
島
市
に
住
民
登
録
を
し
た
こ
と
が
な

く
、
転
入
後
１
年
以
内
に
就
業
し
、
就
業
か
ら
１
年
が
経
過
し
た

人
に
対
し
て
30
万
円
（
家
族
が
あ
る
場
合
は
２
人
目
20
万
円
、
３
人
目
か
ら
１

人
あ
た
り
10
万
円
を
加
算
）
を
支
給
し
て
い
る
。
以
前
は
10
万
円
だ
っ
た

が
、
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
10
月
に
改
定
さ
れ
た
。
他
市
町
の

奨
励
金
と
比
べ
て
極
め
て
高
い
金
額
と
な
っ
て
い
る
。
移
住
者
希

望
者
の
う
ち
、
す
ぐ
に
漆
器
業
に
従
事
を
す
る
人
に
は
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
な
る
が
、
輪
島
漆
芸
技
術
研
修
所
を
経
て
就
職
す
る
場

合
は
対
象
に
な
ら
な
い
。

②
住
宅
支
援

住
宅
支
援
に
つ
い
て
は
、
移
住
者
に
対
し
て
は
、
家
賃
の
２
分

図表5：漆器事業者の代表者年齢

1991年 2013年

40代以下 28.7％ 6.1％

60代以上 46.0％ 65.0％

金沢大学、輪島市、輪島漆器商工業協同組合（2015）
「輪島塗漆器産地調査報告書」より

図表6：世代別従事者数の変化

20代
以下

30代 40代 50代 60代
70代
以上

パート 合計

1991年
245人 356人 342人 232人 123人 55人 25人 1378人

17.7％ 25.8％ 24.8％ 16.8％ 8.9％ 4.0％ 1.8％

2013年
11人 25人 53人 95人 62人 37人 13人 296人

3.7％ 8.4％ 17.9％ 32.1％ 20.9％ 12.5％ 4.4％

金沢大学、輪島市、輪島漆器商工業協同組合（2015）「輪島塗漆器産地調査報告書」より
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い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
従
事
者
数
の
変
化
に
加
え
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
従

事
者
の
代
謝
の
実
態
で
あ
る
。
１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）
と
２
０

１
３
年
（
平
成
25
年
）
の
漆
器
事
業
者
の
代
表
者
年
齢
を
比
較
し
て

み
る
と
、
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る（
図
表
５
）。
１
９
９
１
年
に
は

40
代
以
下
が
28
・
７
％
だ
っ
た
が
、
２
０
１
３
年
に
は
６
・
１
％

と
な
っ
て
い
る
。
世
代
交
代
が
順
調
に
進
ん
で
い
な
い
。

ま
た
世
代
別
従
業
員
数
の
変
化
を
み
て
み
る
（
図
表
６
）。
１
９

９
１
年
に
は
輪
島
漆
器
産
地
は
若
年
層
の
厚
さ
が
強
み
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
20
年
間
、
若
手
の
新
規
就
業
が
進
ま
な
か
っ
た
結

果
、
７
割
を
占
め
た
50
歳
未
満
の
従
事
者
数
が
、
２
０
１
３
年
は

３
割
と
な
っ
た
。
若
年
層
の
新
規
就
業
の
不
足
は
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
地
元
就
業
者
が
増
え
な
い
中
で
漆
器
業
に
興
味
を
持
つ
外

部
人
材
に
期
待
が
集
ま
る
の
で
あ
る
。

４
．
漆
器
業
従
事
希
望
者
へ
の
対
応

そ
れ
で
は
本
題
の
輪
島
漆
器
業
に
従
事
を
希
望
す
る
人
へ
の
移

住
定
住
策
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
施
策
を

中
心
に
説
明
す
る
。

今
回
取
り
上
げ
る
移
住
定
住
策
は
、
漆
器
業
に
従
事
を
希
望
す

る
人
材
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
施
策
は
、
漆
器
業
の
人
材

平成28年度版輪島市統計書より

図表4：輪島漆器関連従事者数の推移
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輪島における漆器業従事者の移住定住49

輪島漆芸技術研修所（2017）「50年のあゆみ展」より

図表7：過去50年間の特別研修課程出身地（全299名）
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石川県内，47
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中国，9

近畿，40
中部，56

関東，73

東北，20

北海道，3 海外，11

輪島漆芸技術研修所（2017）「50年のあゆみ展」より

図表9：過去10年の普通研修課程出身地（全100名）
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石川県内，8

九州，5
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中国，4
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関東，21
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海外，2

輪島漆芸技術研修所（2017）「50年のあゆみ展」より

図表11：過去10年間の普通研修課程　卒業後進路（全100名）

漆器関係職，46

作家活動，23

他産業，16
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不明，5

輪島漆芸技術研修所（2017）「50年のあゆみ展」より

図表8：過去50年間の普通研修課程出身地（全503名）

輪島市内
221

石川県内，49九州，15
四国，4

中国，12

近畿，35
中部，60

関東，68

東北，29
北海道，3 海外，7

輪島漆芸技術研修所（2017）「50年のあゆみ展」より

図表10：過去10年間の特別研修課程出身地（全95名）

輪島市内，6

石川県内，9
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四国，3

中国，3
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関東，25
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輪島漆芸技術研修所（2017）「50年のあゆみ展」より

図表12：過去10年間の特別研修課程　卒業後進路（全95名）

普通課進学，63漆器関係職，11

作家活動，4

他産業，9

その他，5 不明，3

48

の
１
を
12
カ
月
間
、
上
限
１
か
月
あ
た
り
２
万
円
を
補
助
す
る
制

度
が
あ
る
。

ま
た
住
宅
確
保
に
つ
い
て
も
支
援
が
あ
る
。
新
築
の
場
合
は
購

入
価
格
の
10
分
の
１
（
上
限
70
万
円
）
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
産
材
使

用
の
場
合
30
万
円
が
加
算
さ
れ
る
。
中
古
の
物
件
で
10
分
の
１
（
上

限
50
万
円
）
が
支
給
さ
れ
、
増
築
の
た
め
地
元
産
材
使
用
し
た
場
合

10
万
円
が
加
算
さ
れ
る
。
中
古
物
件
の
改
修
も
費
用
の
２
分
の
１

（
上
限
50
万
円
）
が
支
給
さ
れ
る
。

ま
た
空
き
家
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
登
録
数
が
少
な
く
、
２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）
12
月
現
在
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
登
録
件
数
は
38
件
と
実
効
性
は
高
く
な
い
。

特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
２
０
１
７
年
度
（
平
成
29
年
度
）
か

ら
移
住
者
や
研
修
所
の
学
生
の
た
め
の
住
宅
支
援
制
度
を
設
け
て

い
る
。
古
く
な
っ
た
公
営
住
宅
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
「
輪
島
市

移
住
促
進
住
宅
」
と
い
う
名
目
で
住
宅
支
援
を
行
っ
て
い
る
（
写

真
１
）。
６
戸
（
各
戸
３
部
屋
）
で
最
大
18
名
の
入
居
が
可
能
で
あ
る
。

キ
ッ
チ
ン
、風
呂
、ト
イ
レ
は
共
同
の
シ
ェ
ア
ル
ー
ム
形
式
で
、１

戸
を
１
人
で
利
用
し
た
場
合
は
３
３
，０
０
０
円
／
人
だ
が
、
１

戸
２
名
な
ら
１
６
，５
０
０
円
／
人
、
１
戸
３
人
な
ら
１
１
，０
０

０
円
／
人
と
破
格
の
金
額
設
定
で
、
入
居
期
間
も
３
年
間
と
な
っ

て
い
る
。

③
教
育
シ
ス
テ
ム

漆
器
に
関
す
る
技
術

習
得
の
た
め
の
教
育
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
外
部

か
ら
の
輪
島
漆
器
業
従

事
者
へ
の
流
入
経
路
で

は
、
輪
島
漆
芸
技
術
研

修
所
が
重
要
な
役
割
を

担
う
。
そ
こ
で
輪
島
漆

芸
技
術
研
修
所
と
は
ど

う
い
う
施
設
な
の
か
説

明
を
加
え
る
。

輪
島
漆
芸
技
術
研
修
所
は
、
１
９
６
７
年（
昭
和
42
年
）
に
、
高
度

な
漆
工
芸
の
技
術
の
保
存
と
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
研
修
機
関
で
あ
る（
写
真
２
）。
設
立
か
ら
50
年
が
経
過
し
、
延
べ

８
２
１
名
の
卒
業
生
が
巣
立
っ
て
い
る
。
研
修
所
内
に
は
高
い
専

門
性
の
修
得
を
目
指
す
普
通
研
修
課
程
（
３
年
）
と
、
基
礎
的
な
こ

と
を
学
び
、
普
通
研
修
課
程
へ
の
進
学
を
目
指
す
特
別
研
修
課
程

（
２
年
）
の
２
つ
の
課
程
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
研
修
費
用
は
受
験

料
、
入
学
金
、
授
業
料
、
材
料
費
は
い
ず
れ
も
無
料
で
、
個
人
の

道
具
に
か
か
る
負
担
が
13
〜
18
万
円
程
度
か
か
る
の
み
で
あ
る
。 写真1：輪島市移住促進住宅
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輪島における漆器業従事者の移住定住51

④
雇
用
促
進
策

雇
用
促
進
策
に
つ
い
て
は
、
輪
島
塗
技
術
後
継
者
奨
励
金
と
い

う
制
度
が
あ
る
。
輪
島
塗
技
術
後
継
者
奨
励
金
は
、
漆
器
業
の
新

規
就
業
者
を
雇
っ
た
場
合
、
雇
用
し
た
事
業
者
が
月
５
万
円
の
最

大
３
年
間
支
給
を
受
け
る
制
度
で
あ
る
。
２
０
０
０
年
度
（
平
成
12

年
度
）
か
ら
２
０
０
６
年
度
（
平
成
18
年
度
）（
支
給
期
間
は
２
０
０
８
年
度

（
平
成
20
年
度
）
ま
で
）
に
実
施
さ
れ
た
。
過
去
の
支
給
者
の
２
０
１

６
年
（
平
成
28
年
５
月
）
現
在
の
実
態
は
図
表
13
の
と
お
り
で
あ
る
。

支
援
を
行
っ
た
９
年
間
、
対
象
者
は
30
名
で
、
現
在
も
輪
島
市

内
の
漆
器
事
業
者
に
従
事
（
ま
た
は
独
立
し
て
活
動
）
し
て
い
る
の
が
11

名
、
輪
島
市
外
の
漆
器
事
業
者
に
従
事
（
ま
た
は
独
立
し
て
活
動
）
し
て

い
る
の
が
６
名
お
り
、
過
半
数
は
今
も
漆
器
業
に
携
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
離
職
し
た
人
も
13
名
い
る
が
、
２
０
０

３
年
度
（
平
成
15
年
度
）
以
降
の
支
給
者
７
名
は
す
べ
て
継
続
し
て
い

る
。ま

た
支
給
し
た
30
名
の
う
ち
輪
島
出
身
者
が
13
名
、
輪
島
以
外

が
17
名
と
な
っ
て
い
る
。
市
外
出
身
者
の
17
名
の
う
ち
、
輪
島
市

内
で
漆
器
業
に
従
事
（
ま
た
は
独
立
）
を
継
続
し
て
い
る
の
は
２
名
、

市
外
で
漆
器
業
に
従
事
（
ま
た
は
独
立
）
し
て
い
る
の
は
６
名
、
離

職
し
た
の
が
９
名
と
な
っ
て
い
る
。
輪
島
市
外
に
流
出
し
て
い
る

図表13：輪島塗技術後継者奨励金　支給者の現状（平成28年5月現在）

開始年 出　身 人　数
現在の状況

輪島就業 市外就業 離　職

2000年度
（12年度）

輪　　島 2 1 0 1

輪島以外 4 0 0 4

2001年度
（13年度）

輪　　島 3 2 0 1

輪島以外 3 0 1 2

2002年度
（14年度）

輪　　島 1 0 0 1

輪島以外 2 0 0 2

2003年度
（15年度）

輪　　島 3 2 0 1

輪島以外 5 1 3 1

2005年度
（17年度）

輪　　島 1 1 0 0

輪島以外 2 0 2 0

2006年度
（18年度）

輪　　島 3 3 0 0

輪島以外 1 1 0 0

合　計

輪　　島 13 9 0 4

輪島以外 17 2 6 9

計 30 11 6 13

輪島市漆器商工業課資料およびヒアリングに基づき作成

50

卒
業
生
の
状
況
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
過
去
50
年
間
の
普
通

研
修
生
の
市
外
出
身
者
は
過
半
数
、
特
別
研
修
生
の
場
合
75
％
と

な
っ
て
い
る
（
図
表
７
、
８
）。
過
去
10
年
間
の
状
況
で
は
、
普
通
研

修
生
、
特
別
研
修
生
の
市
外
出
身
者
は
90
％
を
超
え
て
い
る（
図
表

９
、
10
）。
さ
ら
に
過
去
10
年
間
の
卒
業
後
の
進
路
は
、
普
通
研
修

生
の
50
％
が
漆
芸
関
係
職
、
23
％
が
作
家
活
動
と
約
７
割
の
69
名

が
漆
器
業
に
従
事
し
て
い
る
（
図
表
11
、
12
）。
輪
島
市
役
所
の
細
川

氏
に
よ
る
と
、
そ
の
全
体
の
２
割
程
度
が
輪
島
に
留
ま
っ
て
い
る

と
い
う
。
そ
う
な
る
と
こ
こ
10
年
に
約
15
人
程
度
が
輪
島
産
地
に

就
業（
一
部
独
立
）
し
た
こ
と
に
な
り
、
産
地
と
し
て
は
重
要
な
人
材

供
給
源
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
研
修
所
を
卒
業
し
て
も
輪
島
で

就
職
す
る
こ
と
は
厳
し
い
。
現
状
の
輪
島
の
漆
器
事
業
者
は
、
新

た
な
雇
用
を
生
み
出
す
力
を
失
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
希
望
者
を

受
け
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
先
日
、
研
修
所
在
校
生
10
名
と
意
見
交
換
を
す
る
機
会
を

持
っ
た
。
そ
の
際
、出
身
校
を
聞
く
と
ほ
ぼ
全
員
が
大
学
卒
で
、美

術
、工
芸
、デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
出
身
者
が
大
半
で
あ
っ
た
。
漆
器
に

関
す
る
作
家
ま
た
は
職
人
を
希
望
し
、
研
修
所
入
学
前
に
あ
る
程

度
の
訓
練
を
受
け
て
い
る
人
材
が
入
学
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
う
し
た
人
材
を
産
地
に
と
ど
め
る
施
策
は
重
要
だ
ろ
う
。

写真2：輪島漆芸技術研修所
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輪島における漆器業従事者の移住定住53

で
は
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
に
策
定
し
た
「
輪
島
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用

が
明
言
し
て
お
り
、観
光
や
地
域
づ
く
り
分
野
で
実
績
が
あ
る
が
、

漆
器
業
で
の
実
績
は
ま
だ
な
い
。
輪
島
市
役
所
漆
器
商
工
業
課
の

細
川
氏
に
よ
る
と
、
現
在
木
地
師
や
漆
掻
き
職
人
、
漆
の
植
栽
な

ど
不
足
業
種
の
人
員
と
し
て
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
積
極
的
に
導
入
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

６
．
お
わ
り
に

今
、
輪
島
を
代
表
す
る
二
人
の
漆
芸
作
家
の
ス
ザ
ー
ン
・
ロ
ス

氏
と
赤
木
明
登
氏
は
市
外
か
ら
来
た
移
住
者
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス

出
身
の
ス
ザ
ー
ン
・
ロ
ス
氏
は
漆
に
魅
せ
ら
れ
て
１
９
８
４
年

（
昭
和
59
年
）
に
移
住
し
、
雑
誌
編
集
者
だ
っ
た
赤
木
明
登
氏
は
輪
島

塗
に
魅
せ
ら
れ
て
１
９
８
８
年（
昭
和
63
年
）
に
移
住
し
て
き
た
。
当

時
、
移
住
に
関
す
る
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
充
実
し
て
い
た
わ
け
で
も

な
く
、
そ
れ
で
も
輪
島
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
輪
島
や
漆
に

は
そ
う
し
た
人
材
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。こ

の
よ
う
に
輪
島
塗
と
い
う
魅
力
的
な
地
域
資
源
は
多
く
の
外

部
人
材
を
惹
き
つ
け
る
と
と
も
に
、
教
育
費
が
無
料
で
高
度
な
技

術
力
を
修
得
で
き
る
輪
島
漆
芸
技
術
研
修
所
、
さ
ら
に
事
業
者
が

職
人
を
雇
用
す
る
た
め
の
補
助
制
度
、
住
宅
補
助
制
度
の
構
築
な

ど
、
多
様
な
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
市
外
出
身
の
輪
島
漆
器

に
従
事
す
る
人
材
は
増
加
し
た
。
移
住
か
ら
就
業
後
ま
で
の
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
長
期
の
支
援
は
他
に
は
な
い
強
み
で
あ
る
。
た

だ
し
輪
島
で
就
職
希
望
す
る
外
部
人
材
を
す
べ
て
受
け
入
れ
る
こ

と
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
輪
島

が
今
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
施
策
を
再
評
価
し
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
移
住
定
住
策
に
深
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
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ケ
ー
ス
は
、
こ
の
制
度
が
弟
子
見
習
い
の
修
業
期
間
限
定
（
概
ね
就

業
後
４
年
間
）
の
補
助
制
度
の
た
め
、
補
助
期
間
終
了
時
に
一
人
前

と
し
て
独
立
し
、
出
身
地
等
に
戻
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
人
材
を
輪
島
市
内
に
留
め
て
お
く
た
め
の
施
策
も
必
要
と
な

ろ
う
。

ま
た
表
に
は
記
入
し
て
い
な
い
が
、
30
名
の
う
ち
輪
島
漆
芸
技

術
研
修
所
出
身
者
（
中
退
含
む
）
は
８
名
お
り
、
６
名
が
現
在
も
漆

器
業
の
従
事
（
ま
た
は
独
立
）
を
継
続
し
て
い
る
。

前
述
の
と
お
り
、
直
近
10
年
間
、
市
外
出
身
の
研
修
所
卒
業
生

の
15
人
程
度
が
奨
励
金
が
な
い
中
で
就
職
し
て
い
る
。
事
業
所
側

の
要
望
が
多
く
、
２
０
１
７
年
度
（
平
成
29
年
度
）
に
制
度
が
復
活

し
、
以
前
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
加
飾
職
人
の
雇
用
も
対
象
範
囲

に
拡
大
さ
れ
た
。
今
後
、
多
く
の
市
外
出
身
者
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

５
．
展
望
と
課
題

こ
こ
で
い
く
つ
か
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。輪

島
に
移
住
し
、
漆
器
業
に
従
事
を
希
望
す
る
人
は
、
ま
ず
は

働
く
場
所
や
学
べ
る
場
所
の
情
報
を
欲
す
る
だ
ろ
う
。
実
は
こ
れ

ら
の
情
報
発
信
は
き
わ
め
て
弱
い
。
働
く
場
の
情
報
に
つ
い
て

は
、
輪
島
市
内
の
各
事
業
所
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
個
別
に
発

信
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
学
ぶ
場
の
輪
島
漆
芸
技
術
研

修
所
は
石
川
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
て
お

り
、
独
自
の
発
信
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
学
び
た
い
と
い
う
人
に

と
っ
て
情
報
が
限
定
的
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
情
報
を
発
信
す
る
だ
け
で
よ
い
の
で
は
な
い
。
漆
器
産
業

に
就
職
を
希
望
す
る
人
と
雇
い
た
い
人
を
効
率
的
に
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
仕
組
み
を
構
築
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
特
に
輪
島
漆
芸
技
術

研
修
所
を
卒
業
し
た
人
に
対
す
る
求
人
情
報
の
提
供
は
積
極
的
に

行
う
べ
き
で
あ
る
。
欲
を
言
え
ば
、
漆
器
に
興
味
あ
る
人
材
の
移

住
定
住
を
一
元
管
理
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
が
開
設
さ
れ
る
と

よ
い
。
多
様
な
制
度
を
網
の
目
の
よ
う
に
施
し
、
切
れ
目
な
い
支

援
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
調
査
を
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
だ
が
、
輪
島
漆
器

産
業
に
お
い
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
が
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
過
疎
地
域
で
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
著
し
い
地
方
で
、
地
域
外
の
人
材
を
受
け
入
れ
、
地
域
活

動
を
行
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
こ
と
で
、
意
欲

あ
る
都
市
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
地
域
力
の
維
持
・
強

化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
あ
り
、
人
件
費
は

総
務
省
が
特
別
交
付
税
と
し
て
地
方
自
治
体
に
措
置
す
る
。
輪
島
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